国立女性教育会館「国際女性情報処理研修」の五年間アジア・太平洋地域女性のエンパワーメント支援 (NWEC調査研究事業) by 濱田 すみ子 & 青木 玲子
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イラン 2 ツバル 1 バングラデシュ 3
インドネシア 1 トルコ 1 フィジー 3
ウズベキスタン 1 トンガ 2 フィリピン 3
韓国 1 ニウエ 1 ブータン 3
北マリアナ諸島 1 西サモア 1 ベトナム 3
キリバス 2 ネパール 3 マーシャル諸島 1
クック諸島 2 パキスタン 2 マカオ 1
スリランカ 1 バヌアツ 2 マレーシア 2
タイ 5 パプアニューギニア 1 モルディブ 1









































































国　　　籍 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 計
アフガニスタン 1 1 2 4
アゼルバイジャン 1 1
バングラデシュ 2 1 1 3 7
ブータン 1 1
カンボジア 1 1 2
中国 2 1 1 1 5
クック諸島 1 1
フィジー 1 1
インド 1 2 1 2 1 7
インドネシア 1 1 2 2 3 9
イラン 1 1 1 1 1 5
日本 5 4 3 4 16
キリバス 2 1 3
ラオス 1 1 1 3
マレーシア 2 1 1 4
モルディブ 1 1
マーシャル諸島 1 1 1 3
ミクロネシア 1 1 2
モンゴル 2 1 1 2 6
ミャンマー 1 1 2
ネパール 2 2 3 1 1 9
パキスタン 1 2 1 1 5
パラオ 2 1 3
パプアニューギニア 1 1 2
フィリピン 2 2 1 2 2 9
サモア 1 1 1 3
ソロモン諸島 1 1
スリランカ 1 2 1 1 5
タジキスタン 1 1
タイ 1 2 1 1 2 7
トンガ 1 1
トルコ 1 1
ウズベキスタン 1 1 2
バヌアツ 1 1 1 1 4
ベトナム 1 2 2 2 2 9
総計 31 29 30 25 30 145
表　国際女性情報処理研修年度別応募倍率
年　度 応募者（名） 選　考（名） 参加者（名） 倍　率（％） 備　　　　　考
2001 92 31 31 33
2002 85 28 28 33
2003 92 29 29 32
2004 90 29 25 32 選考後、諸事情で4名が参加できなかった

















































10：30～12：00 講義「オープン学習と TICT 概要」十文字女子大学助教授  安達一寿




15：00～17：00 講義「女性と情報」越谷市男女共同参画センター所長  青木玲子





































































































　また、研修用の PC に、日本語版 Windows と英語
















































































































































































































































































2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度
とても良かった／非常に満足 7 18 18 21 18
だいたい良かった／満足 9 9 10 4 9
あまり良くなかった 5 1 0 0 1
良くなかった／不満足 2 0 0 0 0
無回答 0 0 1 0 1
合計 23 28 29 25 29
研究ジャーナル−第10号
112
実践事例研究
期待され、また女性情報の専門家対象の情報処理研修
は変化に対応しつつ改良して、各国内でも継続しなけ
ればならないのではないだろうか。
　会館は、アジアのハブ・情報拠点として、グローバ
ルな女性の地位向上に取り組むためにも、研修プログ
ラムの成果により構築されたネットワークを活用し、
積極的な情報発信による今後の支援を続けることが課
題であり、それは研修生の多くの希望でもあった。
　一方、研修生間のネットワークが成果を結んだ例と
しては、女性関連施設に勤務する日本人研修生の甲木
京子さん（ぐるうぷ NO! セクシュアル・ハラスメン
ト、久留米市男女平等推進センター事業コーディネー
ター）が、タジキスタンの研修生との交流を続け、タ
ジキスタンのグルルクソール女性センターを訪問、レ
イプ・クライシス・センター開設時にスタッフトレー
ニングや情報交換を行った。またメンバーを久留米市
に招聘、メンバーが久留米市民を対象に活動報告を
行ったという報告を得ている。[ 甲木　2006]
４　会館の情報システム
　今年度、会館は女性情報ポータル（インターネット
情報への総合窓口）Winet（ウィネット）を公開した。
国内に向けて女性情報への多様なアクセスをめざした
ものであるが、残念ながら多言語サイトではない。多
言語サイトにすることも課題であるが、まずグローバ
ルなサイトが検索可能になるような情報の収集蓄積を
継続することが、国内の情報サービスとしての課題で
あろう。対象国への情報収集プロセスにおいて、研修
のネットワークが活用され、また研修生の研修の成果
を活用・支援することが可能となるであろう。
　また、会館が開発した「女性情報シソーラス」は、
情報検索システムにも活用されている。日本の「女性
情報シソーラス」の検索システム活用例は、アジア各
国の先進例ともなる。情報の蓄積は、いずれアジア各
国でも活用されることであろう。
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なお、会館職員、プロジェクト委員、通訳として本研修に
関わった主なメンバーは、以下のとおりである。
会館担当職員（五十音順・以下同じ）
青木　一恵（2001－2002）
近　　泰子（2002－2004）
住吉　聡一（2005）
濱田すみ子（2003－2005）
森　　未知（2003－2005）
プロジェクト委員
青木　玲子 (2001－2005）
安達　一寿（2001－2005）
伊神　　浩（2001－2003）
藤村ファンズロウ久美子（2001－2002）
松本真紀子（2003－2005)
山本　和美（2004－2005）
アテンド通訳
山高万寿子（2001－2005）
（はまだ・すみこ　元国立女性教育会館専門職員、東
京大学海洋研究所総務課図書係長）
（あおき・れいこ　埼玉県男女共同参画推進センター）
